
　編集後記を書いている今日，史上最多の 145 の国・地域の参加を得た障害者スポーツの
祭典「第 13 回北京パラリンピック」の開会式が盛大に挙行されています．明日からはじ
まる競技報道に多くの方が注目することでしょうが，私自身も今大会には特段の思い入れ
があります．というのも，15 年前に交通事故で脊髄損傷となり，急性期理学療法から高校
への復学交渉，その後の就労支援にも関わった方から手紙をいただいたからです．そのな
かには，車いすバスケットの選手に選抜され，その壮行会での自信に満ちた笑顔の新聞記
事と共に，受傷後悩み迷っていた頃に支え励ましてくれたおかげで，このような機会を得
ることができたという旨のことが記されていました．理学療法士は人の人生にも大きく関
わる職業だと実感し，それだけに患者本位の理学療法を日々実践することの大切さを再認
識した次第です．
　わが国における障害者スポーツへの関心の高まりは，義足や用具の開発，進歩を促し，
アスリートとしての活躍の場を確保しつつありますが，真の意味でのスポーツとなるため
には，組織的，財政的な支援の確保とノーマライゼーションのさらなる浸透が必要だと思
います．
　さて本特集は，スポーツ競技にも関連する「バイオメカニクス」を取り上げました．甲
田氏には，炊事動作，立ち上がりなどの日常生活動作，応用動作をバイオメカニクス的な
視点で捉える意義，考え方を論述していただき，そのなかで氏は，疼痛を惹起しない ADL 
指導にあたり，動的理解と環境調整の必要性を強調されています．南角氏には，変形性股
関節症の THA 術前後の立位姿勢，歩行特性を運動力学的な視点で解説していただきまし
た．氏は術後の理学療法アプローチの根拠を，体幹から股関節周囲の連鎖した筋電図パター
ン，重心移動などを指標に追究しています．西上氏には，変形性膝関節症の歩行や臨床症
状をバイオメカニクス的に解説していただきました．氏は体性感覚のフィードバックを活
用した治療課題の重要性を説いています．唐澤氏には，肩腱板損傷の術後理学療法と肩甲
上腕リズムを，また鈴木氏には，非特異的腰痛症の体幹前屈運動のバイオメカニクス，評
価ポイントと運動療法を中心に論述していただきました．各論文ともバイオメカニクス的
な視点で理学療法の根拠を追究されており，臨床に役立つ内容となっています．
　入門講座では，新しく「感染」シリーズがはじまります．理学療法士には感染予防の知
識だけでなく，それに基づく感染予防の励行が求められています．講座は「認知リハビリ
テーションの最前線」です．読書の秋，本号をじっくりと読み取っていただければと思い
ます．
　先日，首相が突然辞任し，政治が混沌となりはじめましたが，理学療法士は人々の保
健・医療・福祉に関わる専門職だけに，各人の立場でしっかりとした政治眼力を持ってほ
しいと思います．
 （鶴見隆正）
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